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1.会 計 と社会

イデオ ロギーの進歩が社会制度 の発展を促すか、 もし くは社会制度の発展がイデオロギ

ーの進歩 を促すか
、 そのいずれ にしても、思想 と生活環境の間には明 らかに相関関係が存

在 している。会計の発展 は、主 として当該時代 における商業上 の必要 に応 じて、更には、

経済 の発展 に関連 して発達 してきた ことが判明 する。一般 に文明の水準が高度 となればな

るほ ど、その簿記方法はよ り精密な ものになってきている。 また記帳の必要性が増大す る

につれ、経済的発展 を促進 もしくは停滞 させ る会計的資料の能力が増大 されている。

時には、新 しい会計方法が、 それを生み出 した当該環境 を変革 させ る場合 もある。例 え

ば、複式簿記の出現 により大規模 な企業組織が促進 され、ルネ ッサ ンス時代に複式簿記 を

採用 していた ドイツのある都市国家 は、伝統的な単式簿記 を採用 していた近隣の都市 に比

して、極めて急速 な発展 を遂 げている。今世紀 とな り、アメ リカの公認会計士の地位が向

上 し、財務諸表 に及 ぼすその影響力が増大す るの とほぼ時を同 じくして、会社 は借入資本

か ら自己資本 にその資金供給源 を移行 し、 その成功度が投資家の公表報告書 に対す る信頼

感 を増加す るようになるな ど密接な関係が存在 する。

2.会 計 史(時 代 区分)

会計史の時代区分 を通 じて歴史的認識 を深 めよう とす るのは、 その過去 の対する認識 を

通 じて現在 に対する認識 を高め、現在 に対 する認識 を通 じて将来 に対す る認識 を高めん と

する意図に基づいているのである。

現代会計学 の中枢 に位置す るアメ リカ会計の生成、発達について記述 され、総べての人

の視点や思考 を完全 に納得 させる ものは存在 しない。

ここで、会計の史論 について特徴 を示す と次の ようになる。

(1)会 計士制度 との関係

会計 の発達 を会計専門職の成立や発展 とかかわ らせて論及 するもので、 もっとも一般的

展開である。

(2)経 済発展 との関係

会計史論 を一 国の国民経済の発展 にかかわ らせて、会計学の発達 を考察 しようとす るも

のである。
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(3)簿 記 ・会計文献 との関係

会計文献の内容、構造 とのかかわ りで、会計の発達 を考察 し論及す るものである。

(4>企 業、経営体 との関係

個別組織体た る企業や経営体が どの ような会計方式 を用いたか という観点か ら論及 する

もので ある。

(5)そ の他

欧州がアメ リカ会計 に与 えた影響 を考慮 に入 れた史論であ り、比較会計史論的 アプロー

チ とみることがで きる。

ここで、11人 が 自己の史論 において最適 と考 えた時代区分を要約 して紹介す る。
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ア メ リ カ 会 計 史 時 代 区 分 一 覧 表

区分
人名 文 献 名 1 2 3 4 5 6 7 8

J.エ ド ワ ー ズ

Historyof

Public

Accounting

1748-1895

公 共会計士出現

1896-1913

公認会計士制度

1914-1928

公認会計士業務発展

1929-1949

法 定監査施行

1950一

社 会責任確立

G.J.プ リ ビ ッ

ツ

B.D.メ リ ー ノ

AHistoryof

Accountingin

American

1492-1775

清教徒から植民

地時代へ

1776-1826

国民経済誕生期

1827-1865

農 業経済の時代

1866-1896

近代 工業化 の序幕

1897-1918

会計 専門職 の形成

1919-1936

古 典 期 会 計 学

1937-1966

拡大 と論争・不確

実性時代の会計士
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政 治 会 計 学 ・真

の会 計
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鉄道 一最初の近
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鉄道間の協調 と

競争

1880-1900年 代
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建設
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移行
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ピ ッ ク ・ビ ジネ

ス の 出 現

P.F.Brundage

Mllestoneson

thePathof

Accounting

1900-1907

企 業 結 合 時 代

1908-1914

政府 の会計規制

時代

1915-1920

第1次 世界大戦

の時代

1921-1941

両 大 戦 間 の 時 代

1942-1945

第2次 世界大戦

の時代

1946-1950

第2次 世界大戦

後の時代

LeoHerbert
APerspective

ofAccounting

一1850年 代

簿記記録中心の

時代

一1920年 代

損益計算重視の

時代

一1950年 代

管理会計重視の

時代

一1960年 代

会計機能拡張の

時代

S.Bruchey

Growthofthe

ModernAmer-

icanEconomy

1790-1840

農 業 共 和 国

1841-1860

工 業 の 挑 戦

1861-1914

南北 戦争 と戦後
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テ ク ノ ロ ジ ー の
躍 進
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企 業 革 命 の 時 代
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全国的市場の時

代
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大企 業への調整
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1930-1976

需 要 の 時 代
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期
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企業会計転換期
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会 計 方 法 論 展 開
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発展史序説
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3.複 式 簿記 の導入

アメ リカ における複式簿記の導入 は、植民地時代 の定住商人の事業に求めるのが妥当で

あろう。 それは1700年 前後、特 に1730年 代 における商業 と貿易の拡大 を通 じて、商業資本

の蓄積が行われた時代以降 ということになる。 しか し、 その普及 はあ まり順調でな く、そ

の後の西進運動 ともあいまって、全国的普及 をみるには80年 代 までかかった。

植民地時代 の簿記は、 当然、イギ リス本国で実践 されていた簿記の導入 とい うかたちを

とった、 それが個人教師や徒弟制度 を通 じて受 け継がれた。更 に使用テキス トもイギ リス

簿記書 であ り、貿易取引の多 くもイギ リス本国で記帳 され るか、イギ リス本国か ら派遣 さ

れた者 によって処理 されていた。

植民地 における固有 の取引活動は、 イギ リス本国のスター リングを計算貨幣 としていた

けれ ども、極端 な貨 幣不足のため、物物交換 によることが多か った。それ も即座 に決済 さ

れる同時的物物交換 ではな く、時間的ずれを ともなうため決済 に長期間を要する物物交換

が大半 を占めたため、 当事者間で当該債権 ・債務の備忘記録 として多 くの人名勘定を必要

とした。 これが簿記 を媒介 とした物物交換 と称 され るものであ り、 アメリカが独立 して19

世紀 を迎 えて も、 なお一一・部の地域 では実施 されていた。

かか る実情だった にもかかわらず、つ とに1682年 、ボス トンで授業科目のなか に簿記 を

含 めたパ ブ リック ・スクールが設立 された ことは注 目に値 する。18世 紀 に入 ると、東部の

比較的大 きな商業都市で、職業教育 の一環 として複式簿記が各種 の学校 で指導されるに至

った。19世 紀 を迎 えると、それは東部のみならず中西部 にまでお よび、更 に19世 紀後半 に

なる と、各種の ビジネス ・カ レッジの設立 も多 くな り、全国的 な規模 での普及 をみ るに至

った。

イギ リスか らの複式簿記導入 は、両国が密接 な経済関係 と、同一言語 を使用す るという

理 由か らしても、積極的 にな された もの と思われる。アメ リカ人による最初の複式簿記文

献 は、1796年 、 ミッチ ェル によって出版 されたが、同書では 日記帳 を廃止 し、 かつ仕訳帳

の分割 と多欄化 とをはかっている。 その組織 は、かな らず しもミッチ ェル自身によって工

夫 された ものではないにせ よ、 アメ リカ人の開拓精神 と進取性 に富んだ心意気 とが伺 える。

その後、かか る簿記上の歴史記録 と分類記録 との間にみられ る種々の技術的改善 は、仕

訳帳 と元帳の多欄化および仕訳元帳 というかたちで、いわゆるアメ リカ式簿記 として発展

した。更 に、元帳勘定 口座 における相手勘定記入 の省略、カー ドやルーズ リーフを使用 し

た元帳の出現、各種 の計算機 ・事務機械 の導入を通 じて今 日の発展 につなが って くるので

ある。しか し、かかる発展 をもた らした背後 には、産業資本 の確立過程 から生ず る社会的・

経済的要請があった ことを忘れてはならない。すなわち、鉄道業その他 の大規模企業の形

成 による所有 と経営の分離、各種公的規制委員会の設置 による会計制度 の整備、専門的職

業会計士団体 の設立 による普及増進、世界 に先が けて大学教科へ会計学 を加 えた ことなど
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が指摘 できるであろう。

4.ア メ リカ会 計 学 発 達 要 因 の 推 移

会計 学 の発 達 は経 済構 造 や規 模 の発 達 と相 互 に密 接不 可 分 の関係 に ある。

その量 的考 察 を示 す と次 の とお りとな る。 人 口は、1790年 に約400万 人 で あ った ものが 、

1850年 に は約2,319万 人 にな り、1900年 には7,592万 人 とな った。 また農業 生産 物 は1850年

の$1,600,000,000か ら1900年 に は$4,717,070,000に 、更 に同期 間 の工業 生産 物 の製 造価

格 は$1,019,107,000か ら$11,406,927,000と11f音 にな り、1920年 に は33倍 に もな ったの で

あ る。 農 業 は構 造 的 に、労 働 集的 な ものか ら、 資本 集約 的(大 規模 機械 的)な 方 向 へ進 み、

耕 地 面積 で は ア メ リカの農 家 が1910年 に は500億 工一 カー を持 ち、全欧 州 よ り広 い面積 を持

ってい たの で あ る。

5.会 計 職 の確立

アメ リカにお ける会計業務 は、18世 紀か ら19世 紀 中頃 までは簿記の指導や記録の代行 な

ど会計用役の提供 をしていた程度 と推定 され、実業界で確固たる地位 を得 るにいたってい

なか った。先駆者達 は、イギ リスが指揮 して きた会計業務 に従事 しなが ら、漸進的かっ着

実 にその役割 を果た して きたのである。即 ち、アメ リカ会計職 は1880年 代頃になるまでは

まだ奮闘中の状態にあったのである。

それが1880年 代終 りか ら90年 代 にか けて、個人企業や組合企業か ら会社企業への転換、

および鉄道業 を始め とする産業の拡大 と、諸外国の投資活動の活発化が、 アメ リカにおけ

る会計士時代 の到来 を実現 させたのである。

ちなみに、1870年 ～1900年 に至 る、 ニュー ヨーク、 シカゴ、 フィラデル フィアの3大 都

市 の電話帳 に記載 されていた公共会計士数 を示す と次の様 になる。1870年 一23人 、1884年一

81人 、1899年 一332人 、この数字 か ら1884年 一1899年 までのわずか15年 間に4倍 の急成長を

示 していることがわかる。

1880年 代 にな り、アメ リカは財務取 引に会計士を重要な職業 として認 めることにな り、

会計職 は一段 と盛況 を示 し成長 を促進 させたのである。 この様 な状況の もとにイギ リスの

投資会社 はアメ リカに多数の会計士 を派遣 した。彼 らは銀行家や企業家の知識 を も要求 さ

れる企業取引全般 にわた る広範な知識 をそなえ、イギ リスの企業や金融界で、財政状態や

その報告書 を作成す るなど十分な任務 をはた していた専 門職であった。

やがて多 くの会計事務所がニ ューヨークに開設 された。 これ らの会計事務所の中にはイ

ギ リスにその本拠地 を置 くもの もあったが、純粋にアメ リカの もの も存在 した。 また この

会計事務所が社会的な承諾 を受 け、 よ り一層公共的会計職へ と発展 していったのである。

会計職 が発展 してきた段階の1880年 代 になると、国民的会計士協会 を設立すべ しとい う
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意 見 が生 じ、 ア メ リカ職 業 会 計 士 団体 の一 つ会 計 士協 会(TheInstituteofAccount)が

1882年 に、 ア メ リカ公 共会 計 士協 会(TheAmericanAssociationofPublicAccountants

-AAPA)が1887年 に夫 々 ニ ュー ヨー ク州 で設 立 され た。 初 期 に生 れ た これ ら2つ の 団体

の努 力 に よ り、1896年 「公認 会計 士(CertifiedPublicAccountant-CPA)」 とい う専 門

的職 業名 称 を生 み出 す法律 一 「公 会 計 士業 を規 制 す る法律(AnActtoRegulatethe

ProfessionofPublicAccountants)」 が、 ニ ュー ヨー ク州 で初 め て制定 され た。 この ニ ュ

ー ヨー ク州 の公 認 会計 士 法 の制 定 は、 全州 のCPA法 制 定 を目的 とす る組 織 「合 衆 国公 共会

計 士協 会 連 合」な どの努 力 もあ って、 その後 ペ ン シルベ ニ ア(1899年)、 メ リー ラン ド(1900

年)、 カル フ ォル ニ ア(1901年)、 イ リノイ(1908年)と 各 州が 続 き、1913年 には31州 、1923

年 まで に は 当時 の合 衆 国 全州 にお よんだ。 結 果 として会計 士 協会 の発 達 と拡大 は、 他 面 で

専 門職 と して の地位 を社 会 に承認 させ るに いた った。 同様 に して専 門職 を志 向す る人 の専

門的 知識 、 いわ ゆ る学 問 を明 確 に基 礎 づ け る こ とが 出来 た ので あ る。

6.会 計監 査 の発達

1900年 まで に急速 に成長 したアメ リカ会計職 は、企業 に会計用役 を提供する役割 を担 っ

て きた。勿論アメ リカ経済、企業環境の変化は必然的に会計業務 に も影響 を及 ぼしたこと

は確かである。19世 紀末 に驚異的な変化を遂げたアメ リカ経済 ・社会 ・産業 ・商業上の必

要に応 えて継続的適応 を示 したのである。 この時期アメ リカ会計職 において著 しい変化 を

示 したのが会計監査領域である。

会計士業務 に対す る社会的要請は、 当時 の企業結合運動 と呼応 して、具体的 に産業界か

ら定期監査 その他の要望 とな って現 われた。例 えばPrice,WaterhouseandCompanyは

1897年12月 、AmericanSteelandWireCompanyofNewJerseyの 新設合併 にあた って、

J.P.Morgan&Companyと の間で、その全構成会社の会計監査 に関する契約 をしてい

る。 これは当時の企業結合にあたってな された ごく初期の監査の典型的な例 である。更に、

U.S.ス チールCropの 会社設立 に際 し会計士 として監査の任命 を受 けるな ど、実業界か ら

会計監査の もつ真の意味が承認 されるのに大 きな貢献 を したのである。

ところで、少 な くとも今世紀の10年 代 まで一般 に普及 していた会計観 は、貸借対照表重

点主義の会計観 であ り、損益計算書的観点への推移 にともな う利益重点主義への表明 をし

なが ら1900年 代 に入 ったばか りのアメ リカ監査業務においては、未だその方法 を探 し求め

る時期 にす ぎず、新動向は30年 代 に入 ってか らの ことで ある。

アメ リカ会計士監査発展に大 きな影響 を及ぼ したのが、1913年 憲法改正 をともな う法人

所得税法の制定で ある。アメ リカでは初期の税 は関税 だけであ り、南北戦争後 にアルコー

ルや タバ コに関す る税が加 わ り、更 に第1次 世界大戦で もた らされた超過利益や特別利益

に対 し税率 を高 めていった結果、会計上 で有効 な方法 を探 し求め、正確 な課税所得計算の
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要請 に応ず るため損益計算書が重視 され始めたのである。

7.会 計教 育 と会計 学 の発 達

会計教育や会計学 の発達 は、必然的に経済や会計要因の発達 と相互に密接不可分の関係

にある。1900年 代 に入 る と、会計士業務 に携わ る者の多 くは合衆国で教育 を受 けたアメ リ

カ人 とな り、会計教育の水準 は高 まり、会計研究 の自主性 も確立 して くる。即 ち、合衆国

が国際経済の リーダーシ ップを とった ことによって、会計の面で もイギ リスの世紀か ら、

アメ リカの世紀へ と変化が生 じたのである。

今世紀最初 の20年 はアメリカにおいて、大学教育が極 めて高い率の増加 を示 したのであ

る、例 えば1900年 当時、会計学の講座 を開いていた大学 は13校 にすぎなか ったのが、1920

年には約200校 とな り、1930年 までには300校 を超 える程 に急増 した。勿論、当初大学の会

計教育は概 して実務問題 を扱 う簿記だけが学問 と考 えられていたのである。1900年 までに

会計学で学士号 や修 士号 を授与する学校 は存在 しなか った、併 し1916年 に入る と学士号 を

授与す る大学は20校 を超 え、修士号 を授与する大学 も数校出現するようになった。

会計教育 は1901～1925年 に目覚 しい成長 をとげ著 しい変化 をした、換言すれ ば、会計学

の改善はアメ リカ企業 の会計情報 に関する需要増加 を反映す る結果 となったのである。

更 に、1916年 アメ リカ大学会計学教師協会(AmericanAssociationofUniversity

InstructorsinAccounting)-1935年 に現在のアメ リカ会計学会(AmericanAccounting

Association-AAA)と 名称変更一 とい う全国的規模の研究団体 も設立 され、会計の教育 と

研究の充実が計 られ るに至 った。

なお、 この時期 に出版 され理論面で多 くの貢献 をした文献 の うち、ハ ッ トフィール ドの

ものは、英 ・独 の諸文献 を、企業および会計士が無批判に踏襲 していた、 イギ リス流の会

計実務 に対 し鋭 い批判 を加 え、会計の 目的 と主題 を体系的かつ統一的 に叙述 した点 で特筆

すべ きである。 それ は、 その後のアメ リカ会計学は もとより、 日本 の会計学形成 において

強力な影響 を与 えたのである。

8.管 理 会計

アメ リカ会計学会の1958年 度管理会計委員会 は、会計の発展過程に関 して簡潔 に次の ご

とく述べている。

「歴史が示す ところに よれば、会計 はその当初 ならびにその後の発展過程 において、 も

っぱら経営管理 を指向 してきた。会計の基本 目的 は、 ほとんど全面的に組合事業の資産、

負債、 および成果を説明する経営者の要求 に向け られていた。か くして、会計初期の歴史

が明 らかにしていることは、外部要請 よ りも経営者の内部要求の充足を目指 した発展だ っ

た とい うことである。」
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か くの ごとく、経営管理職能 を会計 の第一義的 目的 として理解 するな らば 「報告のため

に必要 な記録 の会計責任」 とい う理念 に支 えられた会計 を、すべて広義の管理会計 と称す

る ことがで きよう。従 って、前述の複式簿記の導入定着期 を含めて、財務会計の関係期 を

も管理会計生成期 と称す ることがで きる。勿論、会計がその生成当初か ら有 していた管理

職能 を積極 的に肯定 するのであるが、特 に従来の会計士会計 として展開 してきた経営者会

計 としての管理会計 の生成 を、それ に固有 な計算制度 に焦点 を合 わせて考察 してみよう。

アメ リカにおける原価計算 は、新 しい産業の開始、大量生産の促進、賃金規模の上昇、

内外の競争の激化 に直面 した製造設備 の完全な効率化の必要性、 および経済の変化 に対応

するため製造 間接費配賦等の開発 を通 じて、製品単価の正確な決定 をもた らす事後計算 と

しての実際原価計算であった もの を、科学的管理法の理念 による事前計算 としての標準原

価計算 による管理法 を生み出 したのであ る。1910年 代 の ことである。

標準原価計算 は科学的 ・統計的調査 に基づいて標準原価 を設定 し、 それ と実際原価 との

差異分析 を通 じて経営能率の増進 に寄与 することを目的 としてい るが、その適用領域 は生

産部門 に限定 されている。か くして、第一次世界大戦後の過大生産 ・過 当競争 に対処 する

ため、1920年 代 に予算分析 ・予算統制 という手段が生れて きた。

この予算統制 は、一定期間における企業の利益 目標 を定 めて各種業務の活動調整 を行 う

事 により企業全体の総合統制 を しようとす るものである。予算統制 は始 めは企業の支出を

管理する ことが主であ り、今 日の ような計画的、科学的な ものではなか った。

標準原価計算や予算統制 は、今 日で も管理会計 の計算手段 として大いに活用 されている

が、1930年 代 に入る とその他多数 の管理会計の手段 が生れて くる。即 ち財務の安全性、収

益性、お よび生産性 を検討す る財務諸表の分析 であ り、固定費の増加 管理、直接原価計算

な どである。

これ ら、各種 の計算手段は、夫々独 自では有機的機能 を果 さないので、企業 は全体 とし

て総合的 に管理運営する ことが必要である。各種の管理技法が管理組織 と結 びついて管理

会計 を生み出 してい るのである。

9.企 業会 計

アメ リカにおける財務会計 は一応1910年 代 までに生成 した、かつて内部会計 としての原

価計算が、外部会計 としての財務会計 と効果的 に結合 し、 その上減価償却思考が会計制度

として定着するようになった。他 方経営者会計 としての管理会計は、大規模企業 の出現 に

よる資本 と経営の分離、お よび管理者能力の確立 によ り深刻 な不況対策のための合理化 を

促進す る必要か らます ますその重要性 を増加 した。

この様 に して1930年 代 か らは、財務会計 と管理会計 との総合化 とい う観点か らすれば
、

企業会計の展開期 といえよう。 この企業会計の育成 をもた らした諸要因を述べれば次の よ
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うになる。

1.産 業規模の増大

2.固 定資本の利用 と重要性の増大

3.企 業の社会的統制の増大

さて、1920年 代 は不況の30年 代 を迎 える まで企業利益が増大 し繁栄 の時代であった。 な

かんず く、 当時のインフレを反映 して固定資産 の高値再評価 による評価替剰余金の算出、

お よび第2次 企業合同に伴 う合併剰余金の計上等が企業経営者 により自由に処理 されてお

りなん ら規制が加 え られていなか った。

第1次 世界大戦以降、多 くの企業では政府が国債 を減 じた ことによる高率的課税 によ り、

株式の発行 を中心 とした外部か らの資金調達 に依存す るようにな り有価証券の発行が著 し

く増加 した。 ニュー ヨー ク証券取引所 に上場 された株式数 は、1921年1月 か ら12月 までの

1年 間に45%の 増加 を示 し、普通株 に関 しては同 じ期間中に55%増 加 した とい う。 しか し、

この株式への過剰な投資が1929年 の秋 に始 まる大恐慌へ と進んだのである。

この恐慌 とい う厳 しい経済的変動 に対処す るため、会計の専門的立場 にあった人々は、

ついに企業 の財務報告に関 して全面的 に検討 を加 える ことにな り、損益計算書 を重視 する

ことになった。 このことはアメ リカ会計士協会 の証券取引所協同特別委員会がニ ュー ヨー

ク証券取引所株式上場委員会 との間で交わ した、1932年9月22日 付の書簡 をあげる ことが

できる。 この書簡 は 「収益力は企業評価に決定的意義を持つ事柄 であ り、 したがって損益

計算書 は一般 に貸借対照表 よ りもはるか に重要である。」 と主張 し次のように述べている。

「概 して、当該年度 の損益計算書へ適切 に貸借記入 を行 うことが最上の目的であ り、一般

にその仮定が実現 されて こそ、支 出もしくは収入の残高が適切 に貸借対照表へ計上 され る

のである。」

かか る投資家保護 の思想によ り取 り入れ られた、公開基準 と収益性 の表示 を前面 に出 し

た会計観は、1933年 の証券法の制定 とな り、翌34年 さらに強化修正 されて証券取引法 とな

った。 なお この法律で大統領直属の機関である証券取引委員会が設立 され、従来の連邦取

引委員会か ら管理が移 された。34年 法 は証券取引委員会のみならず全国規模の証券取引所

に登録 される年次財務諸表 について も要請 し、 ここに公認会計士による法律的監査が確立

したのであ る。

自由監査か ら法定監査 へ推移 した ことにより、会計処理の基準が出来たの と同時に、監

査の基準 ともなる会計原則 の制定 について積極的運動が行われるようになった・

これ らの業績 は個人の研究者に よるもの もあるが、ほ とんどはアメ リカ会計 士協会 とア

メ リカ会計学会 によるものである。前者が実践的な もの を指向 したのに対 し、後者は理論

的な面の会計原則 を指向した。特にアメ リカ会計士協会 は、1937年 会計手続委員会 を設 け、

その会計調査公報 を通 じて実務 を指導するのに貢献 した。同委員会は1959年 会計原則審議
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会 に組織が変 るまで51の 公報 を発表 している。第2次 世界大戦が始 まってからは戦時利潤

統制法を中心に して各種 の戦時契約 に関す ることを扱い、戦後 は当期の業績 に係 る損益計

算書 について、更 に第3次 企業合 同に対処 し、 また年金費用問題な どを取扱 っている。

20世 紀の後半 に入 り、公認会計士の社会的地位は、今 までの監査 と税務業務 に加 えてマ

ネジメン ト・サービスが入った結果、その社会的責任 は益々増大 した。

更 に、多数の分野 で同時的 に企業会計 の転換 を促 す要素が発生 して きた、大 きく変 る経

済制度や経済状況 に対応するためである。伝統的会計方法や学問体系が変貌す る必要に迫

られたのである。企業会計の転換期 ともいうべ きものであ りこれ らの ことをまとめると次

の とお りである。

1.公 準 に準拠 した会計原則 と会計理論の研究。

2.会 計情報要求の増大。

3.社 会会計等新 しい国民経済計算 という分野の理論研究。

4.物 価の変動 によるインフレーシ ョン会計 の対応

5.そ の他、経済 的条件の変化 に対応す るための理論研究。

この時代 において も理論 と実務 の双 方で指導的役割 を果 して きたのが、アメ リカ会計学

会(AAA)と アメ リカ公認会計士協会(AICPA)で ある。AAAは 会計概念 と基準等につ

いて新 しい考 え方 を示すため 「1948年版会計原則」に対 して、51年 か ら55に かけて、 「株式

会社財務諸表 およびサプ リメンツの基礎 にな る会計概念 お よび基準」 と題 した40頁 ほどの

小冊子で8題 目の 「サプ リメ ンタ リ・ステー トメン ト」 を公表 し、更 に1957年 には、1948

年度版 の原則声明書を改訂 するための2年 間にわたる作業 を完了 した、ステー トメン トの

表題 は 「株 式会社財務諸表 のための会計お よび報告基準」いわゆる 「1957年版会計原則」

と称 し、1936～41年 の原則 および1948年 の概念 と異 な り、むしろ基準 を意図 していた。 そ

の内容 は初期 の改正 でみた ような伝統 的取得原価ではなかった。 また1957年 版は利益につ

いて2つ の考 えを示 し、報告 をなす数値 の測定 は価格変動 の影響 をも考慮に入れた情報、

いわゆる補足的財務諸表の公開を行 う方向をもって 「サプ リメンタ リ ・ステー トメン ト」

No2を 概説的なが ら挿入 していた。1957年 版 についての5つ の 「サ プリメ ンタル ・ステー

トメン ト」 は1964～1965年 の間に出版 されたのである。最初の2つ の 「ステー トメン ト」

NQ1、2は それ ぞれ長期資産 と棚卸資産 を扱っているが、更 にそれ らは取替原価 を認める

ような議論 をしている。また1957年 版 に対 しナ ンバーを もたない3冊 の「サプ リメンタル・

ステー トメン ト」が1965年 に発表 された。いわゆる実現、実体、お よび対応概念 について

であ り、3委 員会にお ける研究成果の表示である。

その後、AAAは2年 間の研究成果 をまとめ、1966年 「基礎 的会計理論についての声明書」

AStatementofBasicAccountingTheory-ASOBATを 発表 した。 これは 「36年版会計

原則」以来の画期的業績 であると自負するに値いする ものである。それ は意志決定 を中心

一31一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtelnaeUnlverSlty

アメリカ会計史

目標 にした利用者指向に立 った、財務会計 と管理会計 とを包含 した情報論的アプローチを

採用 し、電子計算機 の普及 を前提 にして、各種の数学的管理技法や行動科学 を援用 し物量

的測定 をも考慮 しているでなど、 その後の研究 に大 きな影響を与えて きている。

更 にAAAは 各種の教育 ・研究委員会の活動 を通 じて多数の報告書 を公表 している。それ

らのなかには従来か らの財務会計 ・原価会計 ・管理会計 ・監査 ・税務等 に加 えて、会計史 ・

国民所得 ・人的資源会計 ・行動科学 と会計学 との関係 ・管理情報 システム ・国際会計な ど

社会的新分野の研究 で注目に値 いす るものが少な くない。

他方、AICPAは 、1959年 会計原則審議会(APB)を 設置 して、1962年 か ら73年 まで公式

見解 として31の 意見書 を発表 し、 また1962年 か ら70年 まで に4つ のステー トメン トを発表

した り、15の 会計研究叢書 を発刊 し会計人 の指導 ・啓蒙 に大 きく貢献 して きた。

しか し、1973年AICPAはAPBを 解体 し財務会計基準審議会(FASB)を 設置 した、それ

は公認会計士のみな らず学会 ・実業界 ・政府の代表か らなる7人 の委員で構成 され、会計

基準の制定 を広 く社会的観点か ら検討す るためである。FASBは その設立時から1977年 末 ま

でに20の ステー トメ ントと、同 じく20の解釈書 を発表 している。

適切 な会計構造 に関する見解 は多様であるか ら、1970年 代 では学術研究が会計実務 に与

えた影響 はた とえある としてもあま り多 くはない と判断される。 また1960年 代後半か ら今

日まで数多 くの出来事、即 ちかつてないほ どの成長 ・技術上 かつ手続上の意見表明 ・政治

的問題等が集中 して起 った。 しか し、実務家が新 しい考 え方を十分 に検討する時間が無 い

うちに、次々 とそれ ら全 てに取 り組 まなければな らなかった とい うのが実情であろ う。

過去 にあった もののうち どれほ どが今 日で も有効であるか、 どれほどの ものが専門分野

の歴史 を変 えてきたのか、 なん らかの結論 を引 き出す とすれば、それは会計が経済制度 お

よび社会制度の中で紛れ もない重要な地位 を獲得 してきたけれ ども、 まさに世界的規模 で

投資家、経 営者、そ して社会全体へ と会計責任の範囲が拡が り続けている とい うことであ

る。今 日会計が直面 している課題 は、過去の諸問題だ けでな く、現代の諸制度 と社会の要

請の特質 を反映 してい く必要があるということではなかろうか。
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